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年
末
年
始
に
か
け
て
北
信
越
地
方
を
お
そ
っ
た
十
数
年
ぶ
り
の
大

雪
は、

鉄
道
、
パ
ス
網
を
完
全
に
マ

ヒ
さ
せ
、
足
を
う
ば
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

市
で
は
、
早
速
幹
線
道
路
を
プ
ル
ト

1
ザ
l
等
に
よ
り
除
雪
に
と

り
か
か
っ
た
の
で
す
が
、
突
然
の
大
雪

の
た
め
連
絡
等
が
充
分
に
い

か
ず
大
へ
ん
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
交
通
路
の
確
保
が
で
き
ま

し
た
こ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

報

ー

除

d三静
三ヨ

広

ま
だ

2
月
で
も
あ
り
今
後

の
積
雪
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
県
で
も
さ
き
に

雪
害
対
策
を
た
て
自
衛
隊

の
出
動
要
請

除
雪
機
械
の
整
備
、

除
雪
労
力
の
確
保

な
ど
を
き
め
ま
し
た
。

市
に
お
い
て
も
除
雪
対
策
を
た
て
、

総
合
的
か
つ
組
織
的
に
行
う
た
め
建
設

課
で
統
一

し
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
計
画
で

敏
速
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
こ
の
ほ
か
現
地
の
情
勢
に
応
じ

消
防
団
の
出
動
を
お
願
い
す
る
こ
と
や

魚
津
土
木
出
張
所
と
連
絡
し
、

万
全
の

措
置
を
と
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

。
魚
津
土
木
出
張
所
に
よ
る
除
雪

・
国
道
八
号
線

・
県
道
氷
見

・
魚
津

・
生
地

・
入
善

線
(
海
岸
線
)

・
県
道
三
ケ

・
吉
島
線

(
労
災
病
院

前
ま
で
)

-
グ

レ
ー
ダ

ー
に
よ
り
右
路
線
の
ほ

か
情
況
に
応
じ
て
除
雪

。
市
に
よ
る
除
雪

・
県
道
大
谷

・
魚
津
線

(
大
谷
鉱
泉

前
)

・
県
道
三
ケ

・
古
島
線

(
黒
谷
)

.
県
道
坪
野

・
魚
津
線

(
北
山
)

・
県
道
古
鹿
能
…

・
魚
津
線

(
鹿
能
…
)

.
そ
の
ほ
か
情
況
に
応
じ
プ
ル
ト
ー

ザ
l
、
ダ

ン
プ
カ

ー
で
除
雪
す
る
0

・
除
雪
日
を
定
め
、
全
市

一
斉
に
実

施
す
る
。

こ
れ
ら
の
除
雪
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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1 部 3 円

計

画

ー

・
プ
ル
ト
l
ザ

ー
に
よ
る
除
雪
は
、
幹

線
道
路
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
が
、

一

道
路
脇
に
雪
が
積
ん
で
あ
る
と、

ガ

一

ラ
ス
戸
が
こ
わ
れ
た
り
し
て
民
家
に

一

被
害
を
与
え
、
作
業
が
で
き
な
く
な

一

り
ま
す
の
で
、
道
路
脇
の
雪
は
除
雪
一

す
る
こ
と
。

-
プ
ル
・ト
1
ザ
l
の
除
雪
に
対
し
て
は

地
元
民
は
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

魚津市友道

中部印刷株式会社

人口のうごき

出 生 65人

死亡 24人

婚姻 63件

離婚 3 件
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2
月
は
道
路
の
氷
結
に
よ
る
ユ
リ
ッ

プ
事
故
や
降
雪
の

た
め
、
視
界
が
さ
ま

た
げ
ら
れ
て
お
こ
る
事
故
が
ふ
え
る
月

で
す
。
こ
う
し
た
自
然
の
悪
条
件
が
重

な
る
と
き
、
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
を
よ

・
火
災
予
防
上
、
諸
車

の
通
行
が
で
き
て
守
る

こ
と
で
す
口

る
よ
う
除
雪
す
る
こ

と
。

一

O
降
雪
の
た
め
頭
巾
や
、
ネ
ツ
カ
チ

1

・
用
水
等

に
コ
ミ
や
糞
尿
は
衛
生
上

と

フ

等

を

か
ぶ
る
機
会
が
多
く
、
こ
の

く
に
す
て
な
い
こ
と
。

た
め
、
聴
覚
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
後
方

ま
た
、

雪
捨
て
は
自
動
車
で
運
搬
し

か

ら
く
る
自
動
車
に
気
が
つ
か
な
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
民
間
目

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
歩
行
者

は
、
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
な
い
道

動
車
の
提
供
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に

路
で
は
、
必
ら
ず
右
側
を
通
行
す
る

全
市
一
丸
と
な

っ
て
除
雪
し
た
い
も
の

こ
と
で
す
。
自
動
車
は
左
側
通
行
で

で
す
。

す
か
ら
、

自
動
車
と
向
か
い
あ
っ
て

(
写
真
除
雪
作
業
に

活

脱

す

る

プ

ル

歩

く

こ

と
に
な
り
、
お
互
い

に
相
手

ト
l
ザ
1
)

の
動
き
が
よ
く
わ
か
り
い
ち
ば
ん
安

叱""""""""""""""，，，

多東さんのご厚志によって建てら

れる図書舘は、昨年 9月から千田建

設で工事がすすめられていますが、

コン クリ{ト打込みの外かく工事が

終り 、現在内部仕切作業が行われて

います。

5月末にはり っぱなモデル図書舘

として完成する子定です。

道

路

の

除

雪

協
力
し
ま
し
ょ
う

建設工事図書舘

冬
ほ
と
く
に
正
し

通

行

方

¥--~ 
法

で

全
で
す

0

0
横
断
歩
道
の
あ
る
附
近
で
は
、
必
ら

ず
そ
こ
を
渡
る
よ
う
に
し
ま
す
。
横

断
し
よ
う
と
す
る
場
所
の
す
ぐ
近
く

に
横
断
歩
道
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
を
利

用
す
る
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
で
す
0

0
横
断
歩
道
の
な
い
場
所
で

の
横
断
は

と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。

左
右
を

十
分
雌
認
し
て
か
ら
ま
っ

す
ぐ
に
早

く
渡
る
こ
と
で
す
。
歩
行
者
が
原
因

で
お
こ
っ
た
事
故
で
は
「
車
の
直
前

直
後
の
横
断
」
が
毎
年
過
半
数
を
占

め
、
ま
す
ま
す
増

え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

。
一

方
、
自
動
車
の
運
転
者
は
、
と
く

に
安
全
運
転
を
心
が
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

ハ
ン
ド
ル
、
.
ブ
レ
ー
キ

ー

の
ほ
か
の
装
置
を
完
全
に
し
て
確
実

な
操
作
を
し
て
く
た
さ
い
。
ま
た、

道
路
が
凍

っ
て
い
た
り
、

積
雪
が
あ

っ
た
り
す
る
場
合
は
、
非
常
に
す
べ

り
や
す
く
、
高
速
度
で
走
る
こ
と
や

急
プ
レ

l

キ
を
か
け
る
こ
と
は
、

事

故
の
も
と
と
な
り
ま
す
。
と
く
に
心

が
け
て
速
度
を
落
し
て
安
全
運
転
を

し
て

く
だ
さ
い

。

〔
加
積
〕

8
日
日
家
族
計
画
・

日
日
H

家
庭
と
教
育

m
H
H
婦
人
と
衛
生

〔
道
下
〕

9
日
H
家
庭
講
座

間
日

H

衛
生

日
日

H
政
治

は
日

H
時
局

講
演

凶
日
日
家
庭

〔
経
団
〕

6
H
H
受
胎
調
節

9
日
H

公
民
館
活
動

〔
天
神
〕

仲
間
日
H
新
か

な

づ

か

い

円

日
H
〆

ン

ス

お

白

川
政
治

〔
西
布
施
〕

8
H
H
政

治

市

日

H
家

庭
に

お
け
る
人
間
関
係

げ
日
H
家

庭
教
育
と
学
校
数
育

ニ
級
建
築
士

試
験
準
備
講
習
会

富
山
県
な
ら
び
に
富
山
県
建
築
士
会

が
主
催
で

ニ
絞
建
築
士
試
験
に
そ
な
え

て
準
備
講
習
会
を
行
い

ま
す
か
ら
受
験

さ
れ
る
方
は
講
習
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

日
程
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

・
日
時

昭

和

初
年

2
月
初
日
か
ら
お

日
ま
で
の

4
日
間

午

前

9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

・
場
所

馬
出
町
内
乗
寺

・
科

目

法

規
、

計
画
、
施
工
、
構
造

な
お
他
区
域
の
講
習
会
は

つ
ぎ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
2
月
は
日
か
ら
同
日
ま
で

富
山
市
清
明
公
民
館
、
入
善
町
中
央

公
民
舘
、
氷
見
市
南
小
学
校

・
2
月
却
日
か
ら
お
日
ま
で

高
岡
市
公
会
堂
、
砺
波
市
出
町
小
学

校
1
月
の
水
道
使
用
料

2
i
3月
で
調
整

昨
年
暮
か
ら
急
激
に
降
り
つ

も
っ
た
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焦

燥

の

念

に

さ

ま

ざ

ま

の
供
与
と
心
づ
か
い
等
に
あ

一

マ
魚
津
高
校
H

普
通
科

一
年
下

村

二

十

三

午
後
一
時
半
木
江
小
学
校

を

諮

問

U
い

は

は

お

語

か

ら

れ

ま

し

た

。

油

供

建

湾

、

三

洋

一

日

後

x一
夫
、
岡
本
巌
、
普
通
科
二
年
清
水
忠
一
十
五
午
前
九
時
上
野
方
公
民
舘

雪
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い

み

な

さ

惜

し

み

な

い

ご

協

力

に

感

謝

灯

ン

プ

川

l
等
の
阿
修
羅
の
活
躍
に
よ
一

信
、
吉
倉
敏
降
、
商
業
科
一
年
本
田
一

川

川

l

I

l

l

i

-

-

ん
の
献
身
的
な
ご
奉
仕

に

よ

り

、

本

市

り

、
恐
れ
て
い
た
積
雪
禍
も
僅
少
で
、
一

敬
、
広
田
和
弘
、
電
気
科
一
年
貫
和
一

演

慮

、

美

術

な

ど

発

表

の
雪
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
得
た

の

市

長

寺

田

太

吉

非

常

事

態

の
誘
発
も
米
然
に
防
止
し
得

一

武

マ

滑

川
高
校
H
商
業
科
二
年
回

一

第

6

回

青

年

祭

み
な
ら
ず
、
各
界
よ
り
感
謝
の
声
を
き

・

て、

交
通
網
等
あ
ら
ゆ
る
混
乱
を
い
ち

一

中
弘
顕
、
坂
井
道
雄
マ
不
二
越
工

一

き
、
対
策
の
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
晦
日
よ
り
清
河
助
役
が
本
庁
に
あ
っ
早
く
解
消
で
き
た
こ
と
は
ご
同
慶
の
至

一

高
日
金

属

科

一

年

油

木

満

一

魚

津

市

連

合
青
年
団
で
は
、
仲
間
意

と
は
欣
快
の
限
り
で
あ
り
ま
す
。
て
昼
夜
兼
行
の
健
斗
で
万
全
の
留
守
を
り
に
存
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一

一識
を
深
め
、
健
康
で
あ
か
る
い
文
化
社

が

認

お

認

社

駐

日

は

取

れ

お

錨

財

政

一

野

円

さ

は

間

的

M
r
批

競

艇

百

時

間

一
-
E
E
l
-
2
月

の

市

税

i
i
i
E
J
一
会
に
寄
与
す
る
目
的
で
、

「
青
年
祭
」

の
が
初
日
の
朝
で
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
も
に
緊
急
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
し
、
心
強
い
ご
協
力
と
そ
の
公
伽
精
削
二

一
一を

2
月
ロ
日
午
前
9
時
か
ら
村
木
小
学

豪
雪
の
た
め
に
、
延
々
加
余
時
間
を
雪

ま
し
た
こ
と
は
眼
頭
に
熱
い
感
激
を
覚
に
た
い
し
、
こ
こ
に
更
め
て
深
甚
な
謝

一
一

一

い
ま
す
。

寒
の
缶
詰
と
な
り
、
正
月
2
日
ょ
う
や
え
た
次
第
で
し
た
。

意
を
表
し
ま
す
o

一
一

一

、
生
活
研
究
発
表
、
演
劇
、
音

く

魚

津

駅

に

た

ど

り

つ

け

た

仕

儀

で

し

終

始

陣

頭

に

た

っ

て

指

揮

さ

れ

た

瞥

一

「

一

楽
、
美
術
な
ど
で
す
。

(2) 

由
示、
クー
ふ
つ
づ
為、、、

し

基

本

調

査

-
ブ
九
?
ふ

2
月
1
日
現
在
で

ν、
r

、vj
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固
定
資
産
税

4
期
九
万

納
期
限

2
月

初

日

一フ

フ

発

表

会

相
馬
佳
明

マ
優
位
H
「
水
稲
栽
植
密
度
と
収
量

」
下
野
方
食
事
研
究
会
大
村
維
紹

マ
グ
H

「
育
雛
器
の
一
考
案
」
上
野

方
4
H
ク

ラ

プ

石
川
新
市

マ
h
q
H
「
養
鶏
グ
ル

ー
プ
の
産
卵
記

録
」
松
倉
耕
友
会
石
橋
嘉
夫

〔審
査
の
あ
ら
ま

L
〕

・
全
般
的
に
は
、
各
発
表
者
と
も
に
熱

心
に
調
査
研
究
さ
れ
て
い
た
。

-
発
表
さ
れ
た
内
界
に
つ
い
て
経
済
性

の
調
査
が
充
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

も
の
が
あ
っ
た
。

-
研
究
の
動
機
対
象
等
の
あ
き
ら
か
で

な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

-
発
表
が
単
な
る
調
査
で
、
結
果
が
明

確
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

・
発
表
の
た
め
の
準
備
お
よ
び
話
し
か

た
は
明
瞭
で
良
好
で
あ
っ
た
。

農
村
青
少
年
を
対
象
に
、
市

の
農
業
の
進
歩
と
4
H
ク
ラ
プ

員
の
科
学
的
知
識
や
技
能
を
向

上
す
る
目
的
で
、

2
月
6
日
か

ら
8
日
ま
で
農
業
指
導
所
で

「

4
H
教
室
」
を
ひ
ら
き
ま
す
。

参
加
者
は
4
H
ク
ラ
プ
員
で

日
程
は
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
。

ム
6
H
H
「
操
業
基
本
問
題
と
対
策
」

一
果
樹
」
「
疏
莱
と
球
根
」

ム
7
日
日
「
水
稲
と
土
壌
肥
料
」
「
農

村
生
活
の
改
義
己
「
病
害
虫」

ム
8
日
目
「
畜
産
経
営
」

「
家
畜
の
衛

生
管
理
」

「
市
農
政
の
方
向
」

な
ど

4H教室ひらく

寄

イ寸

二
、
一
八
一
一
一
円

日
カ
魚
津
工
場
倉
庫
課
員

て
0
0
0円
下
村
不
町
間
島
幹
夫

一、

0
0
0
円
仰
閉
区
振
興
会
背
年
部

一、

0
0
0円
匿

名

二
O
O円
本

江

松

井

妙

子

い
ず
れ
も
歳
末
た
す
け
あ
い
並
び
に

社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
、

寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。


